
定員
100名
※要申込

お申込み
QRコード

対象
学校関係者、保育関係者、

「教育」に関⼼のある⼀般の⽅
会場

都留⽂科⼤学2号館 2101教室ほか

参加費
1,000円
⾼校⽣以下および
都留⽂科⼤学⽣無料
※当⽇学⽣証をお持ちください

つるラボHP

つるラボエグゼクティブアドバイザー。
都留市ネイチャーセンター博物館学芸員。
『つるラボゼミ』ファシリテーター。

佐藤洋（ばんちょ）モデレーター

主催・お問い合わせ
⼀般社団法⼈都留まなびの未来づくり推進機構・info@tsurulabo.jp

都留文科大学 教養学部 学校教育学科 教授。
つるラボの効果測定研究チームに参画。

登壇者紹介

～テーマ～
「自ら学び、自ら考える力」を共に育む

まなびの未来を創造するには
つるラボはこの1年間、⼦どもや⼦どもと関わる⼤⼈が探究的に学ぶ場づくりを模索し実施してきました。
そんなつるラボの活動にそれぞれの⽴場で関わってくださった皆さんと、
探究に関⼼を持つ参加者の皆さんと⼀緒に『まなびの未来』について考えるフォーラムです。

森の案内人(インタープリター)であり写真家。
ぐうたら村共同代表。
大人のまなび場『つるラボゼミ』ファシリテーター。
つるラボゼミテーマは
『保育と自然　未来志向で考える実践ゼミ』

小西貴士秋山麻実
山梨大学大学院 総合研究部 教育学域 教授。
大人のまなび場『つるラボゼミ』ファシリテーター。
つるラボゼミテーマは
『教える・学ぶ「教育」への挑戦』

廣田健

⽔・祝�

杉本光司
一般社団法人都留まなびの未来づくり推進機構
代表理事。
都留文科大学名誉教授。

小西貴士秋山麻実 廣田健 杉本光司



���9:30 開場
10:00 つるラボの活動と課題 つるラボ理事：⽯井弦⼀郎
10:15 つるラボとの関わりから⾒えたもの
 「保育者や教育者の学びをぐうたら村という学びの場づくりの実践から考える」 ⼩⻄貴⼠
 「地域の結びつきのなかで」 廣⽥健・杉本光司
 「理論や歴史は、保育実践とどんな関係を結べるのか」 秋⼭⿇実
12:10 休憩（別室で休憩できます）
13:00 体験型つるラボゼミ・ディスカッション
 発表：平井柊⼟（ゼミ⽣：ひまわり幼稚園 保育⼠） 講評：⼩⻄貴⼠
 発表：鈴⽊温未（つるラボ スタッフ）       講評：廣⽥健・杉本光司
 発表：⼭⽥浩⼦（ゼミ⽣：⼤⽉短期⼤学 教員）   講評：秋⼭⿇実
16:00 閉会 

会場案内

子どもと関わる大人の学び合いの場を、一緒につくりませんか？

スケジュール

住所
〒402-8555 ⼭梨県都留市⽥原3-8-1

2号館


